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Lymphatic vessel involvement predictive for lymph node 
metastasis and important prognostic factor in endometrial cancer 

（子宮体癌におけるリンパ管侵襲•静脈侵襲の個別評価の臨床病理学的意義 ）
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子1宮 I体1癌1は1罹 1患 1率1が1最 1も 1高 Iい1婦 1人 1科1癌lで1あ

り1、I近 1年1本 1邦 Iで1も 1明 lら1カ、 Iに1増 1加|し|て|い|る|。 1多

< I の I 症い夙~I rょ|子 1~1 体 1 部 I に 1 病 1 変 1 が 1 限 1 局 I し I t.: I進い叶期

I I期Iの1状 1態 1で1発 I見 1さ|れ|、 Is I年l生卜叶率 lrょ|約 Iso I% 

と1予 1後 1良 l好|で|ぁ|る|。 1再 1発 1高 1危 1険 1群 IにI対 IすIる1術

後 1の1補ド叫療 1法卜叫適 1応 Iは1術 1後 1の1病 1理 1組 1織 1診 h叶に

よIt..J I行|ぅ|が|、 1腫 1瘍 1細 1胞 lの1脈1管1侵1襲Iは1重 1要 Iな1再

発 I危 l険 1因|子|の 1-1っ|と|さ|れ|て|ぃ|る|。 1婦 I人 1科1癌Iに

おIい1て1、I子I宮 1体癌に限らず脈管侵襲の評価は、

H&E染色により静脈浸潤とリンパ管浸潤を区別

すIる|こ|と|な I< I行|わ I叫て|ぃ|る|。 1と1こIろ 1が1他 1癌1種

のI多 I< IでI叫、1静1脈1、|リ|ン|パ l管1浸1潤1を1個 1々|に I評

価|し|、 IそI叫叶れ 1の1予 1後 1因|子|と|し 1て1の1意 1義Iや 1臨

床 l的1有 1用 1性|が|示|さ|れ|て|ぃ|る|。 lそIこIで1本 1研 1究 lで

It I、l子・I宮 1体1癌|に|ぉ|い|て|リ|ン|パ|管|ぉ|ょ|ぴ|静 I脈1浸

潤1を1個 1別［町叫し 1、|そ|れ|ぞい叶の 1臨卜叶的 1意 1義|ぉ|ょ

び1予 1後 IにI及 Iぽ Iす1影 1響 1を1明 Iら1カ,Iに|す|る|こ|と|を 1目

的|と|し|た|。I I I I I I I I I I I I I I l 
'.OOfA 年|か|ら !201~ 年|ま|で|に|、 1当 1科|で|手 1術 1を1施 1行Iし

t:: I 189 I i月~I の 1 子 1 宮 1 体 l 癌 1 類 1 内 1 膜 1 腺 1 癌 1 患 1 者 1 を 1 対 1 象 1 と 1 し I ヽ



本 l 研,~, を|行|つ|た|。 1静 1脈 1浸1潤 1の 1評ド町は 1血 1管Iの1弾

性1線 1維Iに1陽 1性1染1色1を1示|す|ビ|ク|卜|リ|ア|プ|ル 1-1H 

& IE I染I色1を1、|ま|た|、|リ|ン|パ|管I浸1潤1のI評1価 Iは

02十40 による免疫組 織化学染色を用いて行った 。

1891例の年齢中央値は 57 歳 (2584 歳）であった
゜

手 I術進 行期 は 期 143例、 11 期 11 例、 II I期 25 例 ヽ

IV I期 10例、腫瘍分化度は高分化型腺癌が 110例

で1あ|っ|た|。| I I I I I I I I I I I j I I 
I脈 1管1侵 1襲|に|関|し|て|は|、 I静 1脈 1浸1潤|の|み|がI15 I例

(7. %)、 リンパ管浸潤の みが 34 例 (180%) 、両浸潤

陽I性|が 121I例I(11 l 1%) IにI認1め1ら1れ|た|。 1両1浸＇潤 1陰 1性1は

1191伊jI (63.10%) Iで|ぁ|っ|た|。I進1行1癌1、I低|分|化 1度1腫1瘍1、

お|ょ|ぴ|深|ぃ|子I宮 1筋 1層l浸1潤l例|で|、|リ|ン|パ|管 1浸1潤

あ|る|いIfま1静 1脈 1浸1潤I叫有 1意 Iにl高1頻|度|で|ぁ|っ|た|。

IJ IンlパI管1浸1潤|例|でIは1所 1属|リ|ンIパI節1転|移|、1静 1脈

i曼 I 潤 l 例|で|は I§~I 巣 1 転 1 移|が|有 1 意 l に 1 高 1 率|で|ぁ|っ|た| 。

IJ IンIパI管1浸1潤1例|ゃ|リ|ン|パI管I・I静 1脈 1両1浸1潤い原iIで

l.t I遠 1隔 1転1移1が1高1率|に|認|め|らIれ|た|。 1まIナ：：I再 1発 1部

位 に関しては、 リンパ管浸潤例ではリンパ節

再 I発 1が 1、|リ|ン|パ I管I・I静 1脈 1両1浸I潤1例lで1は1遠 1隔 1臓



器 I再 1発 1が 1有1意Iに1高 1頻 1度 1で1あ|っ|た|。|さ|ら|に I多 1変

量 I 解,~, で|リ|ン|パ|管|浸|潤|は|リ|ン|パ|節h叶移|の|リ|ス

クI因l子、かつ独立した予後因子の一つであり、

リIン1パ管浸潤例は有意に予後不良であった。

I本 1研 I1l Iに|ょ|り|、 I叶宮 1体 1癌 1症 1例|の|脈！管 1侵 1襲 1判

定において、静脈浸潤とリンパ管浸潤を個別

1こI評 1価|す|る|こ|と|に|ょ|り|、|リ |ン|パ|節 I転 1移|の|予 1測

再 1発 1部ド叶、 1さIらIに1予1後1情 1報 Iに1関|す|る 1有1用 1な l情

報 1が 1も Iナ：： Iら1さ1れ 1る1こ1とIが 1示 1さ1れ 1ナ：： I。I I I I 


